
町
の
代
C
の
･,
'

.､･T･-非
の
姉
川
机
で
わ
あ
｡
他
力

f
!t=
仰
p-
光
弟
ゅ

‥如

侶
伴
も
L
y

推蔑
イ告
.(藤
巴

･･

o

天
気

と

天
気

玲
報

持
田
百
村
背

古
今
f=
院
密
行

大
正
十

一

五
年
七
A
密
行

先
付
rM
別
拡
拾
蛸

.

･

‥

中
央
免
貌
崇
技
師
桝
開
角
の
.CE
才
で
あ
る
､
地
中
の
榊
か
'
乃す
ん
で

停

め
て
平
易
に
汲
俗
的
tこ
天
免
1
,好
精
細
に
抑
す
る
枕
明
か

拭
み
ら
れ

た
し
の
で
ち
ろ
'
印
風
軸
W
い
ふ
.g
q
州
ひ
ら
れ
る
t;
t
X
に
対
し
て
評

者

は

不
遇
的
繰
+)
い
ふ
晋
袋
か
爪
ひ
て

代
鼠出
+
,
の

槻
怖
な
の
.(
V
ゐ

.J
lれ
か
T
泡
俗
的
tJ
い
っ
て
L
p
,q
E:家
の
本
で
み
ろ
､
勿
約
六
ケ
軟
L

:.TTこ
ろ
が
あ
る
付
が
わ
ろ
､

風貌
か
教
授
す
る
人
に
尤

J
よ
い
参
考
甘

.+
)
し
て
7
本
な
す
.､
捗
る
..
(涼
的
)

0

号

山
家

山
故

地
団

東
京
溜

今
川
小
*
rT孟

凄

TT
｡凝

固
研
究
食
費
行

･

T
'
立
か
方
野
及
共
-;
現
｡
こ
､
白
鴇

枚

方
両
次
苅
山

項
｡
三
'

ー

琵
山
男
好
諸
坊
附
姪
､
以
下
月
刊

曾
邑
募
集
で

]･ヶ
年
に
十
二
部
'
四
Ⅳ
八
給
紙
で
戒
布
す
る
､
概
刊

の

)
は
丑
山
真
打
を
附
け
七
十
頂
か
l
及
二
頂
牙

一
の
地
形
四
､
二
は

.同
校
･1
こ
荷
五
千
芹
竺

u
十
鵜
空

の
地
形
田
で
､
汎
密
正
確
#
･
.

ミ
･1
-於
で
近
衆
稀
に
見
Q
.山
岳
個
で
あ
る
P
J
.の
稗
の
濃
行
尭
内
田
が

/

臥

(利
用
さ
れ
る
租
に
~
日
本

7
殻
の
濃
行
家
が
地
凶
か
見
ろ
眼
識
G
t

上
達
せ

ん,
'
tl･み
斬
る
も
の
立
評
論
子
.1
人
の
み
花
ら
ん
や
｡
(
F
生
)
■一一

l=一三三〓三一三=三川〓〓三一〓三一=〓〓一-三三三

‥
雑

.
報

t
rtfTTfrrrTffrtfrIrlflflflll
lltJllIflrITIJHrltf

_〇
西

宮

t
a
.城

跡

附
妃

T
A
.和
暦

と
茶

の
化

石

.
異
化
伽
四

A)I
E
の
閃
カ
バ

帯
紐
旧
か
土

工
町
帥
り
四
に
わ
か
火
北
村
･S
･振
乱
で
は

'

眺

祇

丘
陀
地
の

伯
か
切
り
捕
っ
て
化
･.V
地
一,
な
し
つ
.
わ
あ
｡
:
の
切

り
取
小
の
わ
め
約
十
末
光
J
わ
ら
-
JJ心
は
れ
る
師
川
が
川
兆
Y
'
次

の
如
き
粗
相
か
班
は
L
で
ゐ
古
｡

"罪

(
.
375

三
層

托

曾

化

石
僧

衣

lr
諦

F
層

･

紘

触

化

石
局

･

托

由

-:
-

井

一
冊
は
押
紙
色
相

土肘
､

茄〓
冊
は
骨
紙
粘
土
の
河
村
か
爽
め
る

花
田
文
日
和
色
砂
槻
府
､
約
十
兆
位
､
茄
三
好
は
立
米
内
外
の
骨
紙
粘

土
府
'
弟
E
]冊
に
砂
機
材
で
わ
る
｡
並
向
北
三
七
圧
力
至

ハ
十
成
東
丁

何
鈴
鹿
桐
に
五
皮
力
重
]
○
戊
｡
余
は
昨
冬
､
春
本
､
田
久
保
､
原
口

三
村
の
諸
氏
ミ
共
.1
､
第
一骨
､
弟
三
層
か
ら
次
の
介
他
石
を
挽
集
L

IIO

4

一-第

蒜

､
七

タ

シ
;
"'
C
o
,

b.･C亡1:
E.sandal.Re;nh
E難
色
.

〇

･三
二

･六-



地

球

第
六
巷

ニ
ナ
Nle
la
E
.p
～

sP.,
屯
ノ
ア
ヲ
且

L
y
Tn
n
ELCLT1
?
s
P
･}

ド
ブ

シ
>
ミ

S
p
h
Lq
e
r
ium
～sp
こ

発
三
厨

'

ホ
空
ア
鼠

P
ec
ten
S
P

I,満
月
風

Lt]cina
?
sp
ニ

ッ

ヲ
t
V
且

AjIa
c
o
m
a
spn多
㌻
サ
ク
ラ
且

T
euin
a
SP
L'多
)

:

チ
ヨ
ノ
ハ
ナ
且

R
a
eta
p
al】
ucida
D
e
sh
(蒋
多

)こ
キ
ツ

ネ

見

L
im
a

?
sp
_,

ァ

ヵ
且

A
r
c
a
s
p
こ

ム
シ

〓

且
N
a
ss
a
?

sp
.,

タ
マ風
N
a
tiea
sp
こ

小
皿
介
A
cm
ea
SPL.
ホ
ロ且

D
o
liu
m

s
p
.,

ウ
ニ
頬
等

鼎
田
鹿
に
よ
れ
ば

第

1
府
中
の

セ
タ
シ
Y
"Tは
党
琶
搬
現
生
G
lも
の

よ
り
昔
風
で
あ
る
せ
り
=
+1
0
而

し
て
第
3府
中
の
貝
類
は
極
め
て
殖

多
怒
る
セ
タ
シ
ヾ
"t
か
初
め

ミし
て
淡
水
鹿
で
あ
り
.
弟
三
層
中
り
且

類
は
入
江
.1
棲
息
す
べ
き
種
蛾
で
あ
る
｡
命
ー
第

7
厨
の
良
は
石
沢
質

介
親
な
先
金
に
保
存
せ
る
1
'
第
三
膚
の

成
規
は
金
-
完
全
に
カ
ス
F
･

の
み
で
あ
る
.
兎
に
角
~
現
今
の
瀬
戸
内
鴇
岸
か
ら
供
ii
l
粁
内
外
か

腰
て
.
高
さ
i
O
米
前
後
の
蝿
に
淡
水
牲
の
地
相
が
あ
り
､
そ
れ
よ
り

約

7
0
光
の
無

化
石
砂
磯
潜
在
隔
て
ゝ
明
か
に
漆
戊
の
地
層
が
み
ろ
‥

ミ
は

沌
意
す
べ
き
‥
TJ
で
あ
る
0
恐
･E
-
ほ
初
め
淡
水
湖
が
め
つ
i
Lが

あ
る
原
因
の
i1
め
鴇
接
が
め
っ
て
輯
成
層
な
堆
穏
L
t
も
の
に
洩
ひ
#･{

い
｡
こ
の
含
他
石
厨
は
附
託
に
相
常
の
厨
が
り
む
も
つ
ら
し
-
1
小
さ

い
不
整
食
が
あ
っ
て
上
部
の
地
厨
.1
枚
ほ
れ
ろ
｡
合
仙
石
厨
は
古
拙
洪

概
厨
で
-
不
拡
食
綿
以
上
の
地
層
は
新
期
洪
椴
肘

)ヾ
す
べ
さ
で
わ
ら
'･r

(上
冶
)

O

ノ
リ

血リ
ワ
革

の
皮

貯
木
は
ノ

ー/キ､二
代

-.ト
ロ
ロ
ノ
キ

可
ハHt､サ
ビ
ダ
王
碑
t)ら
･わ
~
血粥
輔
椅
憐W

楓粋の各地の
-:野
･1
汎
･/
繁

郊
三
班

≡
ニ

六

二

深
す
る
塔
柴
経
木
で
あ
る
.
粋
聖
職
ru七
八
尺
よ
り
丈
飴
に
揺
す
る
､

柴
は
野
生
L
t
夏
期
相
貌
に
白
色
り
花
か
閑
-
.
,
あ

未
の
幹
や
枚
の

敬
鹿
部
_=
か
ラ
イ
タ
ソ
･,}糾
す
ろ
糊
が
み
ろ
.
共
故
ほ
皮
の

山
割
内
外

に
漣
す
る
,
大
棚
,-.耶

せ
ら
れ
.
和
紙
の
手
洗
晶
.
機
械
響

p｡
等
に
用

ひ
ら
れ
る
､
土
佐
で

は
穆人
不
足
の
隙
の
補
充
～
J
て
山
野
の
空
地
.i

之
b.A栽
培
す
る
も
の
が
み
る
｡
北
梅
迫
ー
抜
放
後
志
膳
板
韓
よ
り
年
々

_=
盈

比
に
塵
糾
し
て
摺
る
.
大

正
十
凹
年
に
四
十
滞
米
約
二
茂
柑
寸轟

せ
ら
れ
偶
格
点
十
鵜
問
の
多
き
に
泣
L
i1
1
耐
蝕
.1
北
細

尾
が
み
ろ
ー

大
阪
､
帥
戸
ー
土
佐
､
支
那
韓

へ
輸
浩
し
て
ゐ
ろ
｡

0
本

邦
鹿
檎
財

の
英

固

相

本
邦
鹿
街
村
は
久
敷
以
前
よ
り
非

同
に
輸
出
ぜ
ら
ろ
ー
疎
.1
欧
洲
大
職
荘
後
は
英
国

へ
北
鴻
泣
顔
樹
丸
太

の
輸
入
旺
盛
な
り
L
が
-
漸
次
晶
質
の
低
下
_こ
つ
れ
丸
太
_こ
て
輸
入
す

る
は
施
政
な
り
tJ
L
む
米
は
樹
収
"
し
て
共
闘
に
遼
-
ろ
も
の
多
し
~

虫
寸}
し
て
北
海
道
産
に
限
ら
れ
内
地
塵
は
晶
質
上
之
に
拡
散
す
る
=
U

舵
は
す
.
樹
枚
は
厚
さ
]
叶
P帽
平
均
九
吋
丹
寛
十
吋
､
長
さ
平
均
九
呪

力
蒐
十
沢
の
も
の
に
し
て
首
代
の
柑
版
1J
い
ふ
凪
の
も
の
也
､
目
下
l

平
方
沢
の
相
場
打

yド
ン
.1
て
六
歳
九
片
な
り
.
大
悦
用
途
TJ
し
て
はスー

軸
物
は
家
具
封
迫

に
､
厚
物
は
建
築
に
使
用
ぜ
ら
為
､
倫
椅
収
の
外

細

り
｡ノプ
収
及
角
材
(小
劉
)の
詣
紫
朗
常
に
あ
り
､
細
萩
は
厚
さ

!
吋
幅
三
吋
以

上
晶
六
呪
以
上
､
幅
四
吋
の
も

のに
て
六
志
の
相
場
あ
り
ー
小
割
は
四

呼
ぶ
･満
角
井
吋
や
方
角
の
も
の
需
妥
多
-
畠
TJ
し
て
杜
物
の
測
迫
に
用

ひ
ら
ろ
?)
い
ふ
0

0
成

績

北

道

勧

山
緒
山
の
批
幕
砂

骨
寧
耶
八
乙
耐
軌
山
城

-:
ほ
骨
盤
､の
曲兇
南
山兇
四
盟
に
み
ろ
○
枇
堵
み.抹
粕叫-
故
地
軽
ん
･馴粥油
仙L



て
桝
る
○
牝
硯
み
な
す
喝
物
33
批
准
砂

E
j
:･ZlZn

Lqfte
FcitSuで
あ
る

頓
収
は
花
山桐
岩
が
台
目也
樹
f
･に
･暇
蛙
L
I
花

樹

潜
り放
浪叫和
む,73t
で
仙川

地
岩
叫
に
嘩
脈
-
機
軸
及
び
糠
符
･J
な
っ
て
居
ろ
O
暁
床
中
か
ら
川
る

金
原
現
物
蛾
は
批
准
砂
の

外
来
鋼
煤
.
磁
蛾
媒
t
Ti
''(
〃
ト
嘩

E
Ty
･

th
r
叫te
I
孔
雀
右
~
紺
仇
班
､
批
聯

A
rs
en
o
iite
で
猫

は
焼
石
分
析

の
紡
晃

に二よ
る
ミ
塩
船
~
ア
ソ
チ
屯

ニ
ー
及
び
ニ
ッ
ケ
ル
が
含
ま
れ
て

摺
る
~

‥れ
ほ
閃
鑑
府
城
-
輝

袋
鱗
等

1Jし
て
布
衣
す
る
も
の
で
あ
ら

-
脈
石
TJ
し
て
は
石
英
私
立
寸J
L
方
解
石
､
角
閃
石
も
み
ろ
｡

批
奇
妙
は
完
全
花
給
品
田
か
有
で
ろ
も
の
非
常
に
少
-
二

二
四
個
の

肋
小
某
紙
晶
に
つ
き
燥
織
L
i1
所
.1
よ
る
W
m
へ
1
10
言

e
(
)0
t
Jh
TJ
思

ほ
ろ
ゝ
筋
が
駿
注
し
.
岸
槻
形
か
形
作
っ
て
摺
る
0
色
紙
自
ー
傭
政
府

灰
色
､
食
賦
光
拝

む
肝
び
ー
垂
範
中
に
曝
し
て
Bd_
-

11
錆
び
て
漸
次
僻

灰
色
私
見
す
る
｡

山
風
寮
砂
に
頬
似
ず
ろ
も
､
明
石
中
よ
り
摘
Z
J
i1

も
り
か
分
析
し
㌣
締
光
に
ょ
る
T,
轟
砂
に
比
べ
て
批
兼
の
巣
が
大
雄
多

い
｡
労
折
り
紙
晃
は
次
の
如
-
で
み
る
O

As65.1C;

FC2604

S 2.i!8

Zn o.ヨT

Co 1.48

Au ().0 01-10

A g O･00 0 6u

JuF(石 工言.丁!L,

計 9S.0,tlf)i!

之
噂
の
中
立
撃
邦
凍
み

粗
食
ぜ
て
見
ろ

T
J

大
部
分
が
批
載
砂
で
､
北
ハ

_二
奇
妙
亡
弼
Tt
パ
ル
rL鋤

の
肋
鼎
が
脱
衣
L
tI.柄
や
J
LJ
･-
以
ほ
れ
る

本
碩
山
の
純
銀
は

碑
ん
さ
そ
り
全
部
が
批
秘
抄
で
わ
あ
か
ら
､
批
説

の
虫
は

L
般
巧
拙
銃
に
比
し
て
高
-
J-
上
期
の
平
均
九
二
%
下
城
で
rJ

へ
三
二
%
に
洩
し
て
E
:芸

O
然
も
救
上
根
に
試
崇
ノ
て
ほ
昨
_二
六
五
%
に

飛

報

及
ぶ
〇
枚
沈滞
分
に
伸

-り
tJ
背
し
い
の
.は
魚
寸心
rt
.>･t
か
ト
の
含
有
敬
で
見

報
は
枇
幾
分
の
柳
城
に
正
比
例
し
て
噺
成
し
､
地
上
錦
に
は
十
滞
牙
の

五
前
後
の
食
W
甘

げ
の
二
以
上
の

TL
バ
ル
ト
か
食
む
o
二
･L
ケ
ル
は
大

概
痕
跡
で
あ
る
が
或
る
分
析
の
約
兆
で
は
千
分
窯
の
も
の
が

あ

っ
il
o

木
城
床
で
目
下
の
所
有
利
な
鮎
は
枕
燐
1,
し
て
批
弟
分
が
非
常
に
多

い
:
TJ
ゝ
.
そ
れ
に
伸
-
て
金

や
Tt
バ
ル
ー
わ
多
く
含
む
=

亡
に
あ
る

然
し

:=3
枇
醗
抹
収
の
容
易
な
の
に
引
換

へ
金
や
Tl
バ
ん

･1
な
柵
出
す
ろ

‥
寸Jは
粕
;::2
手
数
か
琴
す
る
‥
寸J
I
考

へ
ら
れ

ろ
｡

(靭
鮮
硯
雑
骨
諸

八
額
田
舵
師
範
市
村
規
準
士
の
｢
執
山
焼
山
の
批
鱗
々
床

に
就
て
｣
に
擦

る
)
0

0

英

鴎

の
陶

凝

鵜
問
対
物
静
は
批
界
市
場
に
て
阜
越
せ
る
地
位

な
錐
耕
す
..
足
れ
非
晶
質
良
好
に
し
て
竪
琴
な
る
に
囚
ろ
､
共
闘
樹
光

は
機
詐
土
非
街
銘
投
､
瓦
斯
ー
役
場
串
あ
ら
ゆ
る
械
栢
あ
り

7
口
に
ス

タ
ブ
フ
ォ
ー

ド
州
の
柵
耗
1J
科
し
中
心
劉
仲
地
か
ス
ト
ー
ク
､
オ
y
､
ト

レ
y
ri
市
?)
で
､
六
苗
或
千
人
以
上
の
職
工
之
に
従
事
し
此
ハ中
先
端

五

千
人
は
ス
タ
ブ
フ
ォ
ー
ド
州
の
柑
米
に
従
ふ
~
十
七
階
紬
前
中
頃
は
英

開
放
家
の
副
光
た
る
に
止
よ
り
､
机
窓
叱
る
-
の
む
湖
出
す
る
に
止
ま

り
L
が
､
今
日
に
て
ほ
ー世
界
第

7
流
の
掬
光
に
し
て
内
地
の
濡
噂
の
み

な
ら
甘
粕
界
各
地

へ
輸
出
ぜ
ら
る
.-
其
の
貿
易
高
食
計

7
九
二
三
年
に

は
三
､
三
九
九
､
O
C
O
嬢
､

l
九
二
〇
年
に
七
､
九
二
九
.C
O
C
櫛
に

将
加
し

7
九
二
五
年
に
は
i';
四

7
0

10
0
0
甜
寸}
な
れ
リ
､
輸
出
允

は
米
国
.
加
奈
陀
1
校
洲
.
砥
断

然
T
､
噺
陳
謝
､
印
度
.
伯
糾
国
僻

間
阿
ー
仰
蹴
閏
年
に
て
何
れ
も
品
等
ー
脱
却
ー
色
彩
韓
に
つ
与
特
有
の

罪
求
か
有
し
徒
て
夫

々
の
堺
求
_‥
減
燃
す
ろ
製
品
か
供
給
す
る
が
食
め

二

三

六

7
7
1

i



地

球

第
六
せ

各
地
の
代
塩
店
･,付
汲
じ
ー
或
は
各
地
の
朗
客
か
歴
訪
し
っ
ゝ

あ
り
､
輸

出
の
親
牛
は
染
,

.
よ

る
自
色
物
か
割
出
し
て
食
非
及
乾
物
の
如

r･7,髄
形
､

耽
搾
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叱
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光
も

丈
夫
LLi
り
､
大
規
模
新
Ji
工
塩
は
他
槌
工
頗
Li
於
て
風
ざ

る大
先
生
塵

わ
行
ひ
っ
ゝ
あ
り
ホ
テ
ル
用
船
具
は
殆
ん
ビ
駄
界
到
る
所

へ
供
給
せ
ら

れ
其
骨
質
磁
非
望

,
I,,
貴
地
陶
.1こ
て
製
造
す
る
ip
の
な
し
世
の
諾
米
判

品
中
点
柄
雅
に
し
て
且
悔
兼
ね
ろ
も
の
な
る
が

材料
は
磁
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岡
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近
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菅
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懸
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岩
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蜜
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岩
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岩
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サ
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あ
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茶
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茶
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支

那

山

東

省

の
沓

梓

也県
田
今
か
去
る
六
十
臨
空
刑
絹
雄
省

に
L./
水
師
終
･=の
.別
…柑
･,〟
.SE.封
ぜ
L
l1
日抑
え
･=
砿
｢鯉
川川
よ
り
仙相
次
地
力
戊

爪り
嬉
一組
円
"IL
′
､洩
甘
戊
I

L禰
宜
那

よ
,=り
日成
･1

淡
ルい
IL
.;〃
~
儲
州立
爪り
歩
測
汀
け
L

箱
三
舘

望

約

六

六

粗
大
に
し
て
虚
空

-
増
俸
に
不
適
な
る
に
北
支
那
=
亡
に
山.I-
束
は
威
儀

嘩
塔
の
建
北
柏
支

那
の
カー~
-
急
激
光
ら
ざ
る
か
以
て
歩
群
の
貿
軟
か
･1

且
鞄
持
ち
り
Y
如
作
容
易
な
ろ
に
加

へ
t,J
労
働
力
盤
笛
叱
る
が
㍗
め
-

白
か
ら
支
那
第

苗

歩
響

鵬
田
鹿
地
寸,
叱
り
~
蘭
島
の
関
蟹
以
兆
其
鴻

外
に
抽
出
ぜ
ら
ろ

ゝ
も
の
支
那
第

丁
あ

ぜ
L
が
.
大
隅
中
不
蝦
の
中

に=
陪
入
り
し
網

_こ未
練
･1=
井
地
位
か
奪

ほ
ろゝ
_こ讃
れ
り
-
さ
れ
'.,"

省
内
に
て

歳
でろ
夢
梓
炭
田
は
中
々

数
潟
苗
の

多き
tニ
上
る
が
故
.iこ
､

骨
品
･1
抑
-
其
僚
記
払
何
役
す
べ
･!
大
iE
十
四
年
に
は
二
四
-
七
讐

ハ

槽

1
.
七
五
九
､
四
八
〇
南
か
輸
出
す
る
に
至
れ
り
.
産
地
の
光
も
有
感

写

わ
な
山
水
省
内
非

州
府
沙
河
鶴
T,
い
ひ
､
日
本
_ニ
輸
入
き
ろ

ゝ
発
光

-
多
顔
に
上
る
｡

o

比

穂

寛

に
於

抄

る

お

城

り

身

と

恵

息

比
良
に
於
け
ろ

カ
が
タ
グ
相
は
非
婚
衆
論
望
な
り
1,
考

へ
ら
ろ
ー
‥
の
柵
は
見
に
揃
圃

用
の
充
鳴
物
寸,
し
て
の
み
な
ら
ず
浮
揚
力
亡
耐
水
カ
ー二
つ
JT,.
づ
ル
ク

以
上
の
敢
力
む
冷
す
ろ
な
以
ttJ
批
界
の
幣
.*
銘
々
盛
ん
寸,
な
す
にこ
不
拘

其
岬

I
の
輸
山
脚
X
る
瓜
睦
は
己
に
其
最
大
産
出
限
度
に
連

L
i
iれ
ぼ

比
島
内
癖
省
行
政
部
は
=
の
隙
こ
の
木
棚
の
枇
櫓
か
全
島
l1
奨
励
せ
ん

ミ
す
る
?,
35.時
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
及
其
距
棲
息
に
於
て
鴇
訣
樹
栽
培
か

計
測
し
侶
れ
リ
.
こ
の

地

域
に
は
ゴ
ム
栽
培
に
適
す
る
地
観
官
五
十
鶴

･d
-
ク
山
に
達
し
ー

1
年
約
二
十
献
噛
む
聖

服す
る
見
込
TIT･{
ろ
が
t
と

-

ソ
33
ソ
人
に
し
て
こ

ゝ
に
秒
佳
す
る
か
好
む
も
の
･少
さ
が
故
に
支
那

入
館
側

の

輸
入
か
許
容
ぜ
ん
･,J考
ふ
ろ
-
の
め
-
､
然
れ
ざ
ら
比
津
箕

浦
骨
は
‥
の
･･･
ノ
ダ
叶
オ
為
永
開
架
地
の
取
扱
.1
閥
し
て
的
故

的
･TTL{
ら

.～-1
18
･･･n
爪リ
ー
如
し

○



O
エワ
.ウ
Eワ
止｢ふT此
ぺ和
国

ウ
ク
ラ
イ
ナ
此
小利
蛸
は
呼
鈴
的
小
諸

粥
鈍
TJ稲
せ
ら
れ
既叫ij+仰
の
地
1
Jし
て和
名
に
し
て
口
碑
に
､
種
ね
播

-
か
ば
-
に
砂
･,tA
ま
け

､
榊
の
加
繊
わ
ら
ば

7
中
り
始
り
に
は

バ
ン
が

山
北
る
三
石
ふ
諺
あ
る
に
ょ
り
て
以
.,J
北
ハ珊
え
t1
ろ
む
知
る
べ
し
故

に

帆
露
の
赦
好
}J
耕
せ
ら
る
~
現
今
ソ
ゲ
イ
エ
J
･聴
邦
の

7
聯
既
隅
～
し

て
食
嚇
邦
に
射
し
愚
弟
大
叱
る
鯉
蛸
的
意
蔵
か
祈
す
.
耐
櫨
は
四
再
三

千
二
汀
二
十
鵜
方
秤
.
人
口
二
千
七
甘
六
十
寓
､
英
軍
Bu

平
方
肝
に

つ
み
,六
十
四
名
翁
､
仝
聯
邦
平
均
六
人
減
に
比
す
れ
ば
霧
国
の
中
に
て

も
閉
館
り
部
叱
り
｡

民
族
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
大
卒
か
占
め
施
米
独
楽
狩
猟
米
に
従
萌
せ
る

J
の
七
四
･
八
%
工
喋
に
従
ふ
-
の
九
二
l%
さ
れ
ば
鹿
米
国
三

芯
ふ
べ

そ
畔
命
後
筏

輿

の

度
も
殿
光
光
も
早
-
小
歩

大
夢
相
集
柑
な
生
野
鹿
作

物

Jヾで
.
孤
土
か
チ
lil
ル
ノ
.･h
ヨ
ー
ム
ミ
い
び
共
作
さ
屡

々
]
光
に
-

通
し
腐
蝕
土
か
多
並
に
含
む
備
減

給
の
色
あ
り

､
腐
蝕
土
の

作
用
に
て

椛
物
な
し
て
容

易
に

瑚物
性
の
巷
介
在
吸
収
ぜ
し
め
､
之
か
同
北
じ
て

根
に
ょ
り
吸
収
し
符
べ

き
放
生
分
粒
生
ぜ
L
む
-
=
れ
尉
柚
の
密
生
YJ

地
下
水
の
都
合
l言
由

項
に
ょ
ろ
も
の
な
ろ
が
ー
休
耕
ず
る
時
尤
-
卸

せ
よ
き
J
人
口
将
加
4')共
_こ
休
耕
地
減
少
す
る
わ
以
て
今
後
は
斜
里
的

鯉
懸
り
必
礎
樹
大
ぜ
り
~
最
悲

7
九
二
二
中
S
l叔
蛸
雌
雄
高
は
六
三
七

､
0
0
0
~
0
0
0
相
性
に
上
り
､
家
禽

も
亦
多
L
t
石
炭
鈍
か
虎
で
る

食
め
‥
れ
に
_村
で
ろ
工
始
感
に
し
て

エ
カ
ープ
-
ノ
ス
ラ
フ
ス
カ
ヤ
の
灘

鋭
栄
光
も
村
名
也
ー
拭
堀
は
立
寸)
し
て
ク
>
肘
イ
EE
㌢
に
め
=
全
品
国

威
の
六
割
五
分
か
.占
め
ド
ニ
ti
プ
-1
州
の
水
越
に
ょ
,l
T
ネ
タ
鷹
山
の

石
炭
か
待
て
加
工
す
る
に
過
す
.
下

ネ
ッ
供
田
の
延
長
は
約
三
五
〇
露

朗

報

艶
に
7日
…り
暗
H
小は
先

(u一乃
小説
M
i九
〇
の
波
川艶
小の
購
さ
%T.t･-
~
31
1
歩
-

大
血
叩け
:日
-
ド
ネ
ッ
供
は
朕
之
･734
収
用
ぜ
ざ
れ
-･,)
-
状
の
子
孫
な
し
て

之
か
他
用
ぜ
し
む
べ
L
lJ
､
以
て
井
出
衆
の
首
･4P,む
知
る
べ
L
t紳
井
製

糖
策
･1

妃
年増
輿
の
戯
逆
に
向
ひ
共
生
鹿
街
猫

塊
こ
国
に
つ
ぎ

T
九

一

二
年
.1
は
こ
宵
鞘
噸
り
魔
め
り
t
y
が
イ
エ
ナ
聯
邦
は
目
下
金
力
私
益

-
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
魔
熊
の
聴
蛙
に
努
力
し
つ
ゝ
あ
り
て

7
七
九
四

年
カ
ザ
-
ご

t朴
lの
設
立
ぜ
る
オ
デ

ッサ
沌
む

へ
て
外
固
ま
の
泣
蘭
亦

甚
だ
盛
光
り

~
我
国
の
ご
}J
音
大
JE
十
年
以
降
露
領
ア
汐
γ

へ
は
日
本

よ
り
翰
出
入
執
甘
鞘
ぬ~
払
下
ら
ざ
る
状
況
に
あ
れ
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ミ
本

那
?)
の
脚
係
も
漸
-
江
田
す
べ
き
勢
に
あ
り
､
労
農
爵
囲
}}修
好
陳
約

む
輔
粘
L
i1
る
上
は
本
邦
封
漁
鴻
宜
易
掬
登
仙
¢

I
TJ
し
て
サ
グ
ラ
イ

ナ
の
寄
恨
み
明
に
す
る
は
刻
下
の
急
務
,i
-
三
芯
ふ
べ
L
.

〇

西

班

牙

の

帯

精

と

人

口

四
国
の
全
面
横
は
五

〇
八
-
二〇

五
万
粁
二

九
i';

二
二
五
方
哩
)
-

7
九
二
二
年
の
耕
地

~
山
岳
地､

不
宅
地
別
田
硫
安
の
如
し
｡

耕
地

完
｣
蔓
1.
雷
六
へ
ク
タ
-
､
高
城
山
陪
地

二
慧

7(
1m
O
-

都
市
.
退
路
F
蹴
退

こ
.宗
Cr
雪
八
ー
不
毛
地

Fr
八
芸
､
O
O
ー

合
計

票
況
ー空
O
.X
O票

ク
タ
-

羅
馬
帝
政
時
代

に
人
口
五

千

鴇
･rJ
柄

せら
れ
㍗
ろ
-
北
ハ後

ロ
ー
マ
兵
の

揮
退
ム
ー
か
人
の
放
連
呼
.1
阿
り

潮
次減
少
し
て
､

l
i=.九
四
年

に
は

僅
々
入
官
鶴

か
井
す
る
に
滑
ぎ
ざ
り
L
が
f

九
二
〇
年
に
全
人
口
二
千

Ⅴ
苗
.
内
男

1L
千
鶴
女

山
千
甫
苗

.')
な
れ
リ
､
然

れ
'･')
も
人
口
将
加
率

は
位
に
千
分
六
暮こ
過
ぎ
ず
､
仲
間
tJ
共
_
<
T;
噂
加
の
尤
も
少
JfJ圃
光

り
､
11こ
れ
死
亡
率
望
見
JTfL
Jヾ粒
任
す
る
も
の
多
き
紡
典
に
し
て
人
口
蹄

二
芯

六七



地

線

第
六
啓

雌

義

粁

四
十
二
人
t
甘
人
以
上
の
所
は
ビ
ス
カ
ヤ
.
パ
ル
七
｡
ナ
､

ギ
プ
ス
コ

ア
･
マ
ド
p
ヅ
ド
ー
及
ボ
ン
.;三

ド
ラ
の
或
州
に
止
ま
り

]

舵
に
輔
岸
地
方
は
人
口
桐
増
な
る
も
奥

地

高
城
地
は
人
咽
稀
叱
り
-
而

し
て
人
口
L9
大
部
分
は
凹
閑
人
口
11
し
て
ー
都
督
人
口
は
旧
す
鵜
に
止

よ
り

マ
ド
リ
ッ
ド
の
七
十
三
筋
J"

JJt
セ
ロ
ナ
の
七
十
約
･･,仲J始
め
十
筒

以
上
の
郡
骨

九
浦
和
ろ
の
み
t
か
-
稀
湖
な
ろ
人
口
密
度
の
国
光
れ
ば

路
戊
の
必
賓
な
き
が
か
-
な
れ
.･',
も
ー
解
に
同
情
心
見
ろ
に
北
森

ら
ざ

る
所
以
わ
リ
ー
鳶
し
四
国
は
国
土
の
大
部
分
は
磯
功
り
耽
地
ー
砂
脱
に

し
て
天
恕
鞘
-
I
ii
地
所
市
棚
は
少
軌
の
大
地
主
-二
親
L
t
祉
骨
の
中

堅
㍗
ろ
自
作
股
は
始
.I,)
皆
触
光
り
~
而
も
劉
造
工
米
比
観
的
敏
速
ぜ
ざ

る
が
故
に
人
口
の
都
骨
集
中
凶
錐
叱
れ
ば

1
椴
の
潜
働
階
級
者
は
､
紡

局
地
董

塊族
に
怖
り
て
衣
食
す
る
の
巳
む
む
待
ざ
る
勢
に
わ
為
が
飽

り

苛
年
免
税
の
士
は
想

肌
ふ
て
将
外
に
移
任
す
､
而
し
て
基
出
様
地
は
iii

1)
し
て
南
米
大
陸
な
り
年
々
六
苗
人
内
外
か
披
航
せ
し
め
ア
ル
せ
y
チ

y
I
キ
ユ
バ
･1
舶
-
も
の
多

-
何
れ
も
年
平
均
三
萌
人
力
要

1潟
人

に

上

る
､
勿
論
こ
の
取
に
艦
じ
て
年
々
蹄
圃
す
る
も
の
も
亦
少
か
ら
サ
ー

吐
膝
枕
丁
洗
米
刑
加
聯
食
巡
劫
の
辿
る
や
田
城
牙
に
放
て
も
昔
日
の
富

帰
か
迫
供
し
､
同
時
.1
ア
ン
㌢
ロ
サ
グ
リ

ノ
今
日

の
繁
幾
か
妬
成
す
ろ

ミ
共
に
､
汐
ブ
ラ
か
タ
か
の
iT1
頒
寸,
#
囲
職
帝
亡
の
結
果
に
封
す
ろ
敵

傭
心

か脚
放
し
所

班

牙

寸､
捜
丁
系
譜
図
1,
の
関
係
は
本
能
的
-二
親
蕃
ね

し
め
し
国
際
聯
況
骨
髄
に
於
て
も
'
屡

々
協
同
的
態
度
か
抑
L
棉
TT･'J.凍

助
の
非
饗
か
赤
め
で
に
表
れ
-
､
か
-
て
碓

氷
兎
角
融
和
･r船Jか
き
し
隣

邦
･-澗
miiBiLtJ
の
凶
叩係
か
吹
苗
目し
.
州側
田
が
小田
光
.1二
村
で
.〃
唯

一
の
領
地仙
戊

‥凶相
.31卜
.ハ
止即
日朋別
一劫
日東
m
′1･‖升
目･＼
--
山
川日放
が田
城
牙
･1
封
で
-
.〃
成
.4餌
F
;4.仇ハ射
い好け
1
'

第
三
既

望

八

六

八

加

へ
~
同

師
.1
絡
任
せ
ろ
官
給
の
西
堆

牙
人
も
任
心
地
よ
-
な
れ
り
寸,

い
ふ
o

o

伊

太

利

の
大

理

石

伊
脚
大
理
石
磯
脈
申
有
名
な
る
-
の
は
ー

c
a
r
rLlr
a
地
方
.1
し
て
歴
史
的
に
も
慮
鮒
数
段
に
放
て
も
亦
大
塊
石
の

晶
質
よ
り
す
る
も
､
他
地
方
の
大
塊
石
に
勝
る
'
然
る
に
該
地
方
の
大

蛇
石
は
白
色
の
も
の
船
主
6,,
す
る
ね
以

て本
邦
滞
米
者
の
如
阜
色
物
か

必
劣
寸,
す
る
場
合
.1
ほ
興
煉
な
し
t
C
a
rra
ra
か
基
鮎
t,
し
て
南
部
.i

遣
る
磯
脈
坤
に
は

帝所
にこ
色
物
み
魔

で
.即
LW
A
SS
a
l
S
e
ra
v
e
z
ra

及

p
ie
tra
sa
n
ta
解
り
地
に
は
-
地
は
白
色
Lf
し
て
択
紫

の
縮
め
る
も
の

あ
り
或

は
角
磯
性
か
呼
ぶ
ろ
-
の
､
鼠
色
等
の
も
り
か
鹿
で
､
S
p
e
Z
h

州
地
方
は
ブ
ラ
ッ
ク
.TT
I

か
ド
な
る
大
理
石
の
慮
地
tJ
し
て
有

名
i.{
ろ

が
此
大
粗
石
は

路
地
に
金
色
の
縮
み
,p
.
産
山
盈
少
与
,も
模
様
の
兼
か

以
て
耶
ぜ
ら
為
｡
S
icn
a
州
地
方
に
は
又
紫
色
大
理
石
か
座
す
色
彩
尤

も
労
で
而
か
も
産
山

少
音
が
故
に
僻
格
最
も
高
-

g
ia
li.

d
i
S
ie
n
a

は
石
の
生
地
及
色
合
尤
も
単
組
し
紫
色
大
理
石
の
自
眉

t,
印

せ
ら
為
.

c
o
rin
o
は
蝿
骨
地
に

白
色
の
縮
め
る
大
理
石
払
出
し
V
e
rd
e
d
､
Al
p
i

1,
押
せら
ろ
Z3
re
s
c
;a
州
は
乳
白
色
の
大
理
石
産
地
w
L
て
有
翁
ht･.り

こ
れ
ら
締
桟

の
色
物
は
7
光
立
方
に
て
伊
貨
三
千
利
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